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はりのじようし  

1．堀之城跡  

●所在地 熊野町城之堀区字堀ノ城  

●城郭の形態 直線状連郭式山城  

●築城の時代 中世   

嵩11】（城11t）の南麓、集落を見下ろす  

位置にあり、芸清適誌に「嵩山城の廿丸  

にてもあらんか」と紹介さオ†ています。   

城郭は、本丸から南に帖ナて直線状に  

4－5の郭が並び、現在は堀切が2カ所  

残り、農道として利用されています。し  

かし、昭和の初め本丸の非戸跡を開墾で  

埋めてしまったことや、即絹口55年に北部  

農道工事のため本丸を2／3削り取ってし  

まったのは、残念なことです。   

付近には堀之池、堀、上ノ土屈など、  

城に関係があると思われる地名や、落ち  

矢、ヤヤズ等の合戦の伝説に再来する地  

名が多く残っており、ありしflのIjl城の  

要をしのぶことができます。  
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とぎじようしとぎじよう  

2．土岐城跡（萱岐城）  

●所在地 熊野町萩原区字庄賀山  

●城郭の形態 直線状連郭式山城  

●築城の時代 中世   

土岐城山（418m）は熊野盆地の小心に  

位置するなだらかな山で、古くから要衝  

の地であったと思われます。またこの城  

山は、太1㌧には祭祀、中枇には山城、江  

戸期にはのろし山や雨乞いなど、地元の  

の調査に期待がかけられています。   

現在も、頂上の本丸跡から東北側に100  

mほど下ったところに、古井戸が残って  

おり、泉がこんこんと湧き出ています。  

人たちに愛されてき  

たふるさとの山です。  

土岐城はこの山の頂  

上に築かれ、芸清適  

誌には「土岐城、同  

村にあり、此城山の  

旋に、別に四買分と  ‾  ㌧∴旬  
f  i  よぶ地あり、土岐の 旨  

外城なるべし」と紹  

介されています。城  

主や正確な時代など  

はまだ不明で、今後  
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たけやまじょうし  

3．嵩山城跡  

●所在地 熊野町城ノ堀区  

●城郭の形態 直線状連郭式山城  

●築城の時代 中世   

常山は町境にある、現在城山と呼ばれ  

ている593mの山で、山城はこの頂上に本  

丸を中心として、東西に多数の郭を直線  

状に配置した山城です。芸洒通誌に「嵩  

山（たけやま）、熊野村にあり、菅田豊後  

所居、山琵にまた城濠の地あり、出丸に  

てもあらんか、里人、堀が城とよぶ」と  

あり、また光教妨の縁起の中に菅田豊後  

守の菩提寺である、という記述があるこ  

＼ 止、′  ト  
茸㌫も」∴  t 、∴‘ナー1i      二丁ニー   －、→ ■  

1こ・‾・←て ‥∴‥ －－－．・．、一 二                             j  紅 ．ノ ′完坊㌔  

とから、山城の城主は菅田豊後守として  

間違いないと考えられています。しかし  

菅田豊後守について、出身や時代につい  

て詳しいことはまだ分かっていません。  

城跡・遺跡位置図  

1．堀之城跡  

2．土岐城跡（萱岐城）  

3．嵩山城跡  

4．榊森城跡  

5．道上逮跡  

6．四貫分城跡  

7．岡辻跡（住居跡）  

8．東深原遺跡（包含地）  

9．大水南地過跡  

■
城
後
・
追
跡
 
 

10．柳ノ本過跡  

11．ハグイ原遺跡  
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しかんぶじようし  
5．四貫分城跡  

さかきもりじようし  
4．榊森城跡  

●所在地 努旨野町萩原  

区里地●築城の時代   
●所在地 熊野町新宮  

区字坂ノ美里●築城の  

時代 中世（室町時代）  
議
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劇息議秦   
土岐城山の両矧こ位置し、士止酎成の外城とも考えられてい  

ます。山側に2カ所の堀切を造り、西側は自然の崖を利用し、  

東側には多くの郡を配した堅匡な防禦としています。現在は、  
詑王神社境内となっています。   

おかいせき  
7．同遺跡（住居跡）  

町の最北端に位ト’1する賊て、本丸を中心に東西に【つずつ  

郡が形成され、その下に段の軍部が造られています。山側  
にあたる北面に堀切を追って防禦を固くしてあり、近くには  
井戸跡らしい還構が残っています。   

どうじよういせき  
6．道上遺跡  

●所在地 熊野町初神  

区字岡●時代 弥生時  

代後期●出土品 弥生  

時代後期の土器片（古  

式土師器、サヌカイト  

石片）   

－一芦 
ゝ！・・・蕊  

●所在地 ㌍野町萩原  

区字大原●時代 縄文  

時代  
▲∴・∴∴                             ▲－  
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＝有刷の巨芸丘上に広かる罠文時代の遺跡です。平成3  日新］56年、耕作中に住居跡と土器片が発見され、昭和57年  

に試掘を行って、弥生時代後期の住居跡であることが確認さ  
れました。南東の丘からも土器片が採取できるため、付近に  
同時代の遇跡が散在すると思われます。   

おおみずみなじいせき  
9．大水南地遺跡  

道上」  
年に試掘調査を行って、数多くの賃料が出土しました。賃料  
の中には多数の石鍾をはじめ、石誰（石のきり）など豊重な  

ものがあります。   

ひがしふくほらいせき  
8．東深原遣跡（包含地）   

■
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●所在地 熊野町出来  

区宇大水両地●時代  

転禦礫撃ヨ芸…芸竺芸期●出土品   

竃 ●所在地 熊野町新雪  

1■瑞・区字乗深原●時代 旧  

篭完琵琶器警芸諾文芸  
ーIl 

、   

ミ∵∴：．二．．  
凹石、麿石  

l  

一ろ    j  

■L■  

昭和53年、苗木移植のため植木斜面を約50c川嶋り下げた所  

から、偶然2個の局部麿製石器が発見されました。調査の結  

果、周辺一帯が石器等の包含地と分かりました。出土品は熊  

野町郷土資料矧こ展示されています。   

やなぎのもといせき  
10．柳ノ本逮跡  

現在の市街地にほど近く、南向きで陽当たりがよく水の便  
もよい地区にあります。弥生時代中期の土器が多数出土して  
いるため、弥生人の生活に適した地域だったと思われ、今後、  
相当数の遇跡力て確認されると考えられます。  

ばらいせき  
11．ハグイ原通跡  

●所在地 熊野町呉地  

区字ハクイ原  
●所在地 熊野町平谷  

区字柳ノ本  
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呉土也タムの工事を行ったとき、旧石器時代から縄文時代の  

初めころ使用されたと思われる有茎尖頭器ガ出±しました。  

この他、土器片などの出土の報告もあり、今後の調査に期待  

がかかる遺跡です。  

・＝∴．  

石     トンネル近くの丘に広がる縄文時代の憑跡です。平成  こ」旨甲  
3年に試掘調壷が行われ、黒曜石や安山岩の石錘や剥片が多数  

出土し、道上遺跡とともに本格的な調査が期待されています。  
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